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港区子ども・若者・子育て支援に関する実態調査報告書 概要版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査目的 

区では、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）に基づく「港区子ども・子育て支援事業計画」

（計画期間：令和２年度～令和６年度）を策定し、計画的に教育・保育・地域の子育て支援事業の充実に取り

組んでいます。 

本調査は、「第三期港区子ども・子育て支援事業計画」（計画期間：令和７年度～令和１１年度）を含む子ど

も・若者・子育て支援に関する計画の策定に当たり、区民のニーズや生活実態等を把握し、今後の子ども・若

者・子育て支援施策を着実に推進するために実施しました。 

 

■調査設計 

  【調査対象】 

区内在住の小学校入学前の子どもの保護者  ２，０００人 

   区内在住の小学生の保護者         ２，０００人 

   区内在住の中学生             ２，０００人 

   区内在住の高校生世代から３９歳まで    ２，０００人 

 

【抽出方法】 

令和５年９月２９日現在の住民基本台帳から無作為抽出 

 

【調査方法】 

郵送配布、郵送又はインターネットによる回収 

   区内在住の高校生世代から３９歳までは郵送配布、インターネットによる回収 

 

【調査期間】 

令和５年１０月１３日（金）～１１月９日（木） 

 

■回収結果 

区 分 配布数 

回収数 

回収率 
郵送 

インター 

ネット 
合計 

小学校入学前の子どもの保護者 ２，０００ ３１１ ４４４ ７５５ ３７．８％ 

小学生の保護者 ２，０００ ３８１ ４５９ ８４０ ４２．０％ 

中学生 ２，０００ ３５３ ２４３ ５９６ ２９．８％ 

高校生世代から３９歳まで ２，０００ － ４９５ ４９５ ２４．８％ 

 

 

※前回調査結果として掲載しているデータの出典 

港区子ども・子育て支援ニーズ調査報告書 平成３１年３月 

  なお、小学生の保護者について、前回調査は小学校１・２年生の保護者が対象のため参考値とする。 

 

（１）調査目的・調査設計・回収結果 

第１章 調査概要 第２・３章 調査結果・調査結果の分析 １.小学校入学前の子どもの保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）基本属性（問 1：報告書Ｐ３、問２：報告書Ｐ３、問７：報告書Ｐ５、問８：報告書Ｐ５） 

居住地区（問１） 住まい（問７） 

●子どもの年齢は、０歳が最も多く、次いで５歳、４歳となっている。 

●居住地区は、芝浦港南地区が最も多く、次いで高輪地区、麻布地区となっている。 

●住まいは、「民間の賃貸マンション・アパート」が４２．９％と最も多く、次いで「持家（マンション）」が 

４０．１％となっている。 

●居住年数は、５～１０年未満が３１．７％と最も多く、次いで１０～２０年未満が２２．８％となっている。 

子どもの年齢（問２） 

子育てを主に行っている人（問６） 

51.9 

10.9 

10.6 

2.0 

30.1 

2.8 

55.0 

13.7 

12.3 

2.2 

24.7 

4.0 

0% 50% 100%

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる知人・友人がいる

日常的に子どもをみてもらえる

知人・友人がいる

いずれもいない

無回答
今回（N=755）

前回（N=2,203）

居住年数（問８） 

子どもをみてもらえる親族・知人（問９） 

（２）子育て状況（問６：報告書Ｐ４、１７３、問９：報告書Ｐ７、１７３、問１２：報告書Ｐ１１、１７５） 

●子育てを主に行っている人は、「父母ともに」が６４．１％であり、前回調査の５５．７％を上回っている。 

●子どもをみてもらえる親族・知人は、「いずれもいない」が３０．１％であり、前回調査の２４．７％を上回ってい

る。 

●子育ての孤立感は、「あまりない」が３９．２％と最も多いが、約３割が孤立感を感じている。 

子育ての孤立感（問１２） 

4.2 

40.1 

1.9 

42.9 

1.6 1.1 

6.1 

1.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

持家（一戸建て） 持家（マンション）

借家（一戸建て） 民間の賃貸マンション・アパート

都営・区営・区立住宅 ＵＲ（旧公団）・公社の賃貸住宅

社宅・公務員宿舎 その他

無回答

24.2 13.5 15.1 13.2 15.9 17.1 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

7.7 13.8 14.0 31.7 22.8 

4.9 4.9 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

１年未満 １～３年未満

３～５年未満 ５～10年未満

10～20年未満 20年以上

生まれてからずっと港区に住んでいる 無回答

14.2 20.3 11.4 23.3 30.5 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

芝地区 麻布地区 赤坂地区 高輪地区 芝浦港南地区 無回答

64.1 

55.7 

1.2 

0.7 

34.2 

43.0 

0.0 

0.3 

0.3 

0.1 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他 無回答

今回

（N=755）

前回

（N=2,203）

6.8 

7.7 

27.2 

26.0 

39.2 

38.2 

26.2 

26.1 

0.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ときどきある あまりない ない 無回答

今回

（N=755）

前回

（N=2,203）
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  第２・３章 調査結果・調査結果の分析 １.小学校入学前の子どもの保護者 

 

 
 

（３）就労・家計状況（問１５：報告書Ｐ１３、１７６、問１８：報告書Ｐ１９、問２０：報告書Ｐ１９、１７７） 

※母親の選択肢は「産休・育休・介護休業中」 
※前回調査では、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育児短時間勤務中である」の選択肢なし 

※前回調査では、父母について「死亡、離婚、未婚などでいない」と回答した数を集計から除外している 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育児短時間勤務中である

パート・アルバイト等（「フルタイム以外」の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム以外」の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

世帯年収（問１８） 新型コロナウイルス感染症拡大前と比べた 
暮らし向き（問２０） 

 

 
 

（４）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

（問２１：報告書Ｐ２０、１７８、問２１-１：報告書Ｐ２０、１８０、問２２：報告書Ｐ３０、１８２） 

定期的な教育・保育事業の利用有無・利用状況 
●７６．０％が平日の定期的な教育・保育事業を利用している。０歳は利用していない割合が６９．９％となってい

る。 
●区立認可保育園、私立認可保育園、認定こども園、小規模保育事業所、港区保育室の合計が５７．０％であり、前

回調査の５５．３％を上回っている。 
●私立幼稚園と区立幼稚園の合計が２３．９％であり、前回調査の２６．６％を下回っている。 

 
定期的に利用したいと考える事業 
●区立認可保育園、私立認可保育園、認定こども園、小規模保育事業所、港区保育室の合計が４７．６％であり、前

回調査の５９．４％を下回っている。 
●私立幼稚園と区立幼稚園の合計が３４．９％であり、前回調査の４１．８％を下回っている。 
●居宅訪問型保育や派遣型一時保育は１０．７％であり、前回調査の６．４％を上回っている。 

今回 前回 

今回 前回 

（単位：％） 

就労状況（問１５） 

28.6 

20.7 

15.0 

11.0 

8.9 

5.1 

3.7 

2.6 

2.4 

2.4 

1.4 

1.2 

1.0 

0.9 

0.7 

0.3 

3.1 

0.9 

0% 50% 100%

区立認可保育園

私立認可保育園

私立幼稚園

インターナショナルスクール

区立幼稚園

港区保育室

認証保育所

幼稚園の預かり保育

ベビーホテルなどの認可外保育施設

居宅訪問型保育や派遣型一時保育

小規模保育事業所

認定こども園

児童発達支援センター（ぱお）など

定期利用保育（みなと保育サポート）

ファミリー・サポート・センター

家庭的保育

その他

無回答

（N=574）

定期的に利用したいと考える事業（問２２） 

定期的な教育・保育事業の利用状況（問２１-１） 

●父親は、フルタイムで就労している割合が９４．３％であり、前回調査の９５．８％から大きな変化はみられな

い。 

●母親は、フルタイムで就労している割合が６２．４％であり、前回調査の５４．７％を上回っている。 

●世帯年収は、「１，０００～１，５００万円未満」が２３．６％、「１，５００～２，０００万円未満」が 

１９．１％となっている。 

●新型コロナウイルス感染症拡大前と比べた暮らし向きは、ひとり親は「今の方が大変苦しい」が３７．５％、ふた

り親は「変わらない」が４７．１％と最も多くなっている。 

1.7 1.3 1.6 2.4 4.8 

11.9 

23.6 19.1 15.1 

6.8 

3.6 1.3 

6.1 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満

400～500万円未満 500～700万円未満 700～1,000万円未満

1,000～1,500万円未満 1,500～2,000万円未満 2,000～3,000万円未満

3,000～5,000万円未満 5,000～１億円未満 １億円以上

わからない 無回答

3.8 

8.1 45.7 25.7 9.8 5.8 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

今の方が大変ゆとりがある 今の方がややゆとりがある

変わらない 今の方がやや苦しい

今の方が大変苦しい わからない

無回答

定期的な教育・保育事業の 
利用有無（問２１） 

今回_父親

（N=755）
90.5 

94.7 

37.9 

38.5 

2.3 

1.1 

16.3 

16.2 

1.5 

0.0 

8.2 

0.0 

0.8 

0.9 

9.5 

13.0 

0.1 

1.3 

1.9 

0.8 

0.7 

0.0 

22.9 

27.2 

0.3 

0.0 

0.4 

0.9 

4.0 

2.0 

2.9 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回_父親

（N=2,147）

今回_母親

（N=755）

前回_母親

（N=2,201）

父親 フルタイムで就労している割合：今回９４．３％ 前回９５．８％ 

母親 フルタイムで就労している割合：今回６２．４％ 前回５４．７％ 

「利用していない」（年齢別） 

０歳：６９．９％ 
１歳：２３．５％ 
２歳：１３．２％ 
３歳：  １．０％ 
４歳：  ２．５％ 
５歳：  ４．７％ 

45.2 

26.6 

9.0 

7.4 

5.8 

4.4 

3.6 

1.7 

1.4 

1.1 

0.8 

0.7 

0.5 

0.5 

0.2 

3.3 

0.6 

0% 50% 100%

認可保育園、小規模保育事業所

幼稚園

港区保育室

インターナショナルスクール

幼稚園の預り保育

認証保育所

ベビーホテルなどの認可外保育施設

居宅訪問型保育や派遣型一時保育

こども療育パオ、児童発達支援など

認定こども園

定期利用保育（みなと保育サポート）

事業所内保育所の従業員枠

事業所内保育所の港区民枠

ファミリー・サポート・センター

家庭的保育

その他

無回答

（N=1,628）

43.3 

41.8 

27.0 

18.2 

8.3 

7.8 

6.9 

6.4 

5.6 

3.5 

3.1 

2.6 

2.0 

1.6 

1.0 

1.1 

9.3 

0% 50% 100%

認可保育園、小規模保育事業所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

インターナショナルスクール

港区保育室

認定こども園

認証保育所

居宅訪問型保育や派遣型一時保育

ファミリー・サポート・センター

事業所内保育所の港区民枠

定期利用保育（みなと保育サポート）

ベビーホテルなどの認可外保育施設

家庭的保育

事業所内保育所の従業員枠

こども療育パオ、児童発達支援など

その他

無回答

（N=2,203）

24.0 

18.0 

17.7 

17.2 

14.2 

10.7 

9.9 

7.9 

4.4 

4.1 

3.7 

3.3 

2.9 

2.5 

1.2 

0.9 

4.8 

9.9 

0% 50% 100%

区立認可保育園

インターナショナルスクール

私立幼稚園

区立幼稚園

私立認可保育園

居宅訪問型保育や派遣型一時保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

認定こども園

港区保育室

定期利用保育（みなと保育サポート）

認証保育所

家庭的保育

ベビーホテルなどの認可外保育施設

児童発達支援センター（ぱお）など

小規模保育事業所

その他

無回答

（N=755）

保育園等： 
５７．０％ 

幼稚園： 
２３．９％ 

保育園等： 
５５．３％ 

幼稚園： 
２６．６％ 

保育園等： 
４７．６％ 

幼稚園： 
３４．９％ 

保育園等： 
５９．４％ 

幼稚園： 
４１．８％ 

・・・保育園等      ・・・幼稚園 

・・・保育園等      ・・・幼稚園 

回答者数
（人）

今の方が大変
ゆとりがある

今の方がやや
ゆとりがある

変わらない 今の方がやや
苦しい

今の方が大変
苦しい

わからない 無回答

全体 755 3.8 8.1 45.7 25.7 9.8 5.8 1.1

ひとり親 24 0.0 4.2 25.0 33.3 37.5 0.0 0.0

ふたり親 709 3.9 8.2 47.1 25.1 8.9 5.9 0.8
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第２・３章 調査結果・調査結果の分析 １.小学校入学前の子どもの保護者 

（５）地域の子育て支援事業の利用状況（問２３：報告書Ｐ３５、１８３） 

52.8 

51.3 

28.3 

16.8 

9.8 

2.2 

0.4 

0% 50% 100%

子育てひろば あっぴぃ

子ども中高生プラザ、児童高齢者交流

プラザの乳幼児室（子育てひろば）

みなと子育て応援プラザPokke

（ぽっけ）、子育てひろば「あい・ぽーと」

児童館の乳幼児室

子ども家庭支援センターの

親子ふれあい広場

その他

無回答

（N=1,015）

今回 前回 

●「利用していない」が５３．０％を占めている。 

●０歳児の保護者は「子育てひろば あっぴぃ」を利用していると回答した割合が４２．１％となっており、他の年

齢と比べて多くなっている。 

●この１年間に、子どもの病気等を理由に教育・保

育事業を利用できなかった割合は８２．９％とな

っている。 

●父親または母親が仕事を休むことで対応した人の

うち、５２．９％が病児・病後児保育施設等を利用

したいと回答している。 

（８）小学校入学後の放課後の過ごし方（問３３：報告書Ｐ５６、５７、１８９） 

●低学年・高学年ともに「習い事」が最も多く、次いで「自宅」「区立の学童クラブ」となっている。 

●「習い事」「自宅」は高学年の方が多く、「区立の学童クラブ」「放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ」は低学年の方が

多くなっている。 

●前回調査と比べて、低学年・高学年ともに「習い事」「自宅」が多く、「区立の学童クラブ」が少なくなっている。 

●父親は、育児休業を「取得した（取得中である）」が２０．８％であり、前回調査の７．３％を大きく上回ってい

る。 

● 母親は、育児休業を「取得した（取得中である）」が６３．６％であり、前回調査の５２．３％を上回っている。 

※前回調査では、「利用している」と回答した人の中から、利用している事業について尋ねる設問構成となっている。 

なお、「利用していない」の回答割合は、今回５３．０％、前回５０．０％であり、前回調査と比べてやや多くなっている。 
※今回調査の「参考」は、前回調査と比較するための指標として、「利用していない」を除いた回答を母数として算出している。 

※前回調査では「未定」の選択肢なし 

父親 

母親 

 低学年 高学年 

病児・病後児のための保育サービスの 
利用希望（問２８-２） 

私用等で不定期に利用する事業の 
利用希望（問３０） 

（６）病気の際の対応 

（問２８：報告書Ｐ４５、問２８-２：報告書Ｐ４７） 

（９）職場の両立支援制度（問３６：報告書Ｐ６４、１９０） 

57.7 

38.1 

32.8 

21.3 

15.5 

15.5 

9.7 

3.0 

9.5 

9.3 

2.8 

53.5 

29.2 

37.8 

21.5 

13.8 

13.8 

8.4 

1.0 

8.0 

0.0 

12.8 

0% 50% 100%

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

自宅

区立の学童クラブ

（区立小学校内に併設のものを含む）

放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ

（学童クラブを除く。月～金17時まで）

児童館・子ども中高生プラザ

（学童クラブ以外の一般利用）

私立（民設民営）の学童クラブ

祖父母や知人・友人宅

放課後等デイサービス

その他（公園など）

未定

無回答

今回（N=755） 前回（N=2,203）

68.5 

42.3 

20.9 

12.8 

12.1 

10.2 

9.3 

2.0 

9.8 

12.3 

5.3 

56.9 

29.9 

28.3 

12.4 

16.5 

10.3 

7.9 

0.9 

7.4 

0.0 

21.6 

0% 50% 100%

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

自宅

区立の学童クラブ

（区立小学校内に併設のものを含む）

児童館・子ども中高生プラザ

（学童クラブ以外の一般利用）

放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ

（学童クラブを除く。月～金17時まで）

私立（民設民営）の学童クラブ

祖父母や知人・友人宅

放課後等デイサービス

その他（公園など）

未定

無回答

今回（N=755） 前回（N=2,203）

「利用している」（年齢別）

０歳：４２．１％ 
１歳：３２．４％ 
２歳：２２．８％ 
３歳：２４．０％ 
４歳：１０．８％ 
５歳：１３．２％ 

●不定期の教育・保育事業等の利用を希望する割合は

６８．２％となっている。０歳児の保護者は利用し

たいと回答した割合が８１．４％となっており、他

の年齢と比べて多くなっている。 

●不定期の教育・保育事業等の利用を希望する目的

は、「私用、リフレッシュ目的」が８８．３％と最

も多くなっている。 

（７）不定期の教育・保育事業（一時預かり等）

の利用（問３０：報告書Ｐ５１、５２、１８７） 

この１年間に、子どもの病気等で 
教育・保育事業を利用できなかったこと（問２８） 

利用目的（問３０） 

52.9 46.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=367）

病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

82.9 14.1 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=574）

あった なかった 無回答

68.2 27.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

利用したい 利用したいとは思わない 無回答

2.1 

1.4 

20.8 

7.3 

73.6 

83.2 

3.4 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=755）

前回

（N=2,203）

25.2 

30.0 

63.6 

52.3 

9.4 

13.3 

1.9 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

今回

（N=755）

前回

（N=2,203）

「利用したい」（年齢別） 

０歳：８１．４％ 
１歳：５８．８％ 
２歳：７１．１％ 
３歳：６４．０％ 
４歳：６８．３％ 
５歳：５７．４％ 

25.3 

20.0 

8.6 

5.6 

4.5 

3.6 

1.6 

53.0 

3.0 

53.8 

42.5 

18.3 

11.8 

9.6 

7.6 

3.4 

0.0 

6.5 

0% 50% 100%

子育てひろば あっぴぃ

子ども中高生プラザ、児童高齢者交流

プラザの乳幼児室（子育てひろば）

みなと子育て応援プラザ

Pokke（ぽっけ）

子育てひろば「あい・ぽーと」

児童館の乳幼児室

子ども家庭支援センターの

親子ふれあいひろば

その他

利用していない

無回答
（N=755）

参考（N=355）



4 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第２・３章 調査結果・調査結果の分析 １.小学校入学前の子どもの保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●“港区の子育て環境”“幼稚園”“保育園”“地域子ども・子育て支援事業”において、「満足」と「やや満足」を合

わせた『満足』が、「不満」と「やや不満」を合わせた『不満』を上回っている。 

●保育園は『満足』が５７．４％であり、前回調査の４４．６％を大きく上回っている。 

第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ２.小学生の保護者 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

（１）基本属性（問１：報告書Ｐ８０、問２：報告書Ｐ８０、問７：報告書Ｐ８２、問８：報告書Ｐ８２） 

●子どもの学年は、１年生が最も多く、次いで４年生、２年生となっている。 

●居住地区は、芝浦港南地区が最も多く、次いで高輪地区、麻布地区となっている。 

●住まいは、「持家（マンション）」が４６．７％と最も多く、次いで「民間の賃貸マンション・アパート」が 

３２．１％となっている。 

●居住年数は、１０～２０年未満が４１．０％と最も多く、次いで５～１０年未満が２３．７％となっている。 

居住地区（問１） 住まい（問７） 

居住年数（問８） 学年（問２） 

21.8 15.8 15.4 17.7 13.2 14.4 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

（N=840）

子育てを主に行っている人（問６） 子どもをみてもらえる親族・知人（問９） 

47.3 

22.7 

11.5 

3.0 

26.9 

2.6 

54.5 

24.2 

14.3 

4.1 

20.7 

2.8 

0% 50% 100%

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる知人・友人がいる

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

知人・友人がいる

いずれもいない

無回答
今回（N=840）

前回（N=879）

子育ての孤立感（問１２） 

（１１）子育て環境（問３９：報告書Ｐ７４、１９４、１９５） 

（１０）理想と持つつもりの子どもの数（問３８、問３８-１、問３８-２：報告書Ｐ７２、７３、１９２） 

●理想的な子どもの数は２人（４７．４％）又は３人（３８．９％）が多いが、実際に持つつもりの子どもの数は 

２人（５７．５％）又は１人（２０．３％）が多くなっている。 

●実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ないと回答した人は４５．０％であり、「将来的に

子育てや教育にお金がかかるから」（６２．９％）、「家が狭いから」（５２．４％）、「出産・子育て費用が足りない

から、収入が不安定だから」（３６．８％）などの理由が多くなっている。 

理想的な子どもの数（問３８） 

4.5 47.4 38.9 5.0 

2.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数 
より少ない理由（問３８-２） 

62.9 

52.4 

36.8 

29.1 

27.4 

23.2 

16.5 

13.2 

10.6 

9.7 

8.2 

7.6 

7.4 

4.7 

4.7 

10.3 

1.5 

0% 50% 100%

将来的に子育てや教育にお金がかかるから

家が狭いから

出産・子育て費用が足りないから、収入が不安定だから

育児の心理的、肉体的負担が発生・増加することに耐えられないから

自分や配偶者（パートナー）の仕事に支障が出るから

高齢で産むのはいやだから

配偶者（パートナー)の家事・育児への協力が得られないから

ほしいけれどもできないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

妊娠することや子育てをすることに漠然とした不安があるから

幼稚園・保育園などの子どもの預け先がないから

配偶者（パートナー)が望まないから

健康上の理由から

家庭内の人間関係が良好ではないから

将来的に家族の介護の負担が発生・増加する見込みがあるから

その他

無回答

（N=340）

実際に持つつもりの子どもの数（問３８-１） 

20.3 57.5 15.8 

3.2 1.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

今回 前回 

（２）子育て状況（問６：報告書Ｐ８１、２００、問９：報告書Ｐ８４、２００、問１２：報告書Ｐ８８、２０２） 

●子育てを主に行っている人は、「父母ともに」が６２．３％であり、前回調査の５５．７％を上回っている。 

●子どもをみてもらえる親族・知人は、「いずれもいない」が２６．９％であり、前回調査の２０．７％を上回ってい

る。 

●子育ての孤立感は、「あまりない」が３９．９％と最も多いが、約３割が孤立感を感じている。 

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 利用していない 無回答

『満足』 

（満足＋ 

やや満足） 

80.1 

『不満』 

（不満＋ 

やや不満） 

5.9 

27.4 5.2 

57.4 5.8 

46.1 13.8 
地域子ども・子育て 

支援事業 

保育園 

幼稚園 

港区の子育て環境 

（N=755） 

38.5

13.6

34.4

18.8

41.6

13.8

23.0

27.3

10.6

10.9

9.0

13.8

4.0 

3.6 

3.7 

9.3 

1.9 

1.6 

2.1 

4.5 

45.7 

23.0 

22.4 

3.4 

10.9 

4.6 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.8

10.8

22.6

17.1

41.9

11.3

22.0

29.5

11.9

35.0

25.3

25.3

5.1 

7.5 

8.6 

12.0 

1.9 

6.0 

6.7 

4.4 

5.4 

29.3 

14.8 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『満足』 

（満足＋ 

やや満足） 

75.7 

『不満』 

（不満＋ 

やや不満） 

7.0 

22.1 13.5 

44.6 15.3 

46.6 16.4 

（N=2,203） 

※前回調査と、今回調査の“港区の子育て環境”

は「利用していない」の選択肢なし 

理想的な子どもの数と 
実際に持つつもりの子どもの数の差 

62.3 

55.7 

1.8 

1.1 

35.6 

42.4 

0.4 

0.3 

0.0 

0.1 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=840）

前回

（N=879）

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他 無回答

7.5 

6.4 

21.8 

20.9 

39.9 

42.2 

30.2 

29.4 

0.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=840）

前回

（N=879）

ある ときどきある あまりない ない 無回答

6.9 46.7 

1.5 

32.1 

4.2 1.4 

6.2 

1.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

持家（一戸建て） 持家（マンション）

借家（一戸建て） 民間の賃貸マンション・アパート

都営・区営・区立住宅 ＵＲ（旧公団）・公社の賃貸住宅

社宅・公務員宿舎 その他

無回答

3.0 5.4 5.8 

23.7 41.0 11.0 10.2 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

１年未満 １～３年未満

３～５年未満 ５～10年未満

10～20年未満 20年以上

生まれてからずっと港区に住んでいる 無回答

11.1 19.5 12.5 27.9 28.5 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

芝地区 麻布地区 赤坂地区 高輪地区 芝浦港南地区 無回答

実際に持つつもりの子どもの数が、 

理想的な子どもの数より少ないと回答した人：４５．０％

53.1 39.3 5.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=755）

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より多い、または同数

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない（差が１人）

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない（差が２人以上）

無回答
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（３）就労・家計状況（問１５：報告書Ｐ９０、２０３、問１８：報告書Ｐ９６、問２０：報告書Ｐ９７、２０４） 

第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ２.小学生の保護者 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育児短時間勤務中である

パート・アルバイト等（「フルタイム以外」の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム以外」の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

世帯年収（問１８） 新型コロナウイルス感染症拡大前と比べた 
暮らし向き（問２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４）病気の際の対応（問２１：報告書Ｐ９８、問２１-２：報告書Ｐ１００）  

※母親の選択肢は「産休・育休・介護休業中」 

※前回調査では、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育児短時間勤務中である」の選択肢なし 
※前回調査では、父母について「死亡、離婚、未婚などでいない」と回答した数を集計から除外している 

（単位：％） 

●この１年間に、子どもの病気等を理由に学校を休んだ割合は７３．９％となっている。 

●父親または母親が仕事を休むことで対応した人のうち、病児・病後児保育施設等を利用したいと回答した割合

は２２．９％となっている。 

病児・病後児のための保育サービスの 
利用希望（問２１-２） 

私用等で不定期に利用する事業の 
利用希望（問２３） 

利用目的（問２３） 

就労状況（問１５） 

●不定期の教育・保育事業等の利用を希望する割合は３０．６％となっており、低学年の子どもの保護者は高

学年の子どもの保護者と比べて、利用を希望する割合が多くなっている。 

●不定期の教育・保育事業等の利用を希望する目的は、「私用、リフレッシュ目的」が７４．７％と最も多くな

っている。 

この１年間に、子どもの病気等で 
学校を休んだこと（問２１） 

（５）不定期に利用する事業（一時預かり等）の利用（問２３：報告書Ｐ１０４、１０５、２０９） 

「利用したい」（学年別） 

１年生：４３．７％ 
２年生：３６．１％ 
３年生：３２．６％ 
４年生：２６．２％ 
５年生：１８．９％ 
６年生：２０．７％ 

2.4 2.5 2.5 2.1 5.1 

15.0 

19.4 15.8 15.5 

9.2 

3.0 0.6 

6.0 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満

400～500万円未満 500～700万円未満 700～1,000万円未満

1,000～1,500万円未満 1,500～2,000万円未満 2,000～3,000万円未満

3,000～5,000万円未満 5,000～１億円未満 １億円以上

わからない 無回答

2.5 

7.6 46.5 24.9 11.8 6.1 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

今の方が大変ゆとりがある 今の方がややゆとりがある

変わらない 今の方がやや苦しい

今の方が大変苦しい わからない

無回答

22.9 77.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=414）

病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

30.6 67.9 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

利用したい 利用したいとは思わない 無回答

今回_父親

（N=840）
88.3 

94.9 

43.7 

39.4 

0.1 

0.0 

1.5 

2.3 

0.5 

0.0 

5.6 

0.0 

0.8 

0.6 

21.2 

21.9 

0.0 

0.1 

0.6 

0.5 

2.5 

1.9 

22.6 

30.9 

0.0 

0.1 

1.5 

2.2 

7.7 

2.3 

3.2 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回_父親

（N=827）

今回_母親

（N=840）

前回_母親

（N=876）

父親 フルタイムで就労している割合：今回８８．９％ 前回９４．９％ 

母親 フルタイムで就労している割合：今回５０．８％ 前回４１．７％ 

73.9 24.8 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

あった なかった 無回答

回答者数
（人）

今の方が大変
ゆとりがある

今の方がやや
ゆとりがある

変わらない 今の方がやや
苦しい

今の方が大変
苦しい

わからない 無回答

全体 840 2.5 7.6 46.5 24.9 11.8 6.1 0.6

ひとり親 54 3.7 0.0 33.3 37.0 24.1 1.9 0.0

ふたり親 760 2.5 8.3 47.6 23.7 10.8 6.4 0.7

●父親は、フルタイムで就労している割合が８８．９％であり、前回調査の９４．９％を下回っている。 

●母親は、フルタイムで就労している割合が５０．８％であり、前回調査の４１．７％を上回っている。 

●世帯年収は「１，０００～１，５００万円未満」が１９．４％、「１，５００～２，０００万円未満」が 

１５．８％となっている。 

●新型コロナウイルス感染症拡大前と比べた暮らし向きは、ひとり親は「今の方がやや苦しい」が３７．０％、ふた

り親は「変わらない」が４７．６％と最も多くなっている。 
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  第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ２.小学生の保護者 

 （６）小学校での放課後の過ごし方（問２６：報告書Ｐ１０８、２１０、２１１、問２７：報告書Ｐ１１０）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「満足」と「やや満足」を合わせた『満足』（８０．４％）が、「不満」と「やや不満」を合わせた『不満』 

（３．１％）を大きく上回っている。 

●『満足』は８０．４％であり、前回調査の７６．７％を上回っている。 

『満足』 
（満足＋ 

やや満足） 

80.4 

『不満』 

（不満＋ 
やや不満） 

3.1 

76.7 6.2 

（８）子育て環境（問３２：報告書Ｐ１１９、２１５） 

（７）理想と持つつもりの子どもの数（問３１、問３１-１、問３１-２：報告書Ｐ１１７、１１８、２１３） 

●理想的な子どもの数は２人（５２．３％）又は３人（３３．６％）が多いが、実際に持つつもりの子どもの数は 

２人（５２．４％）又は１人（２６．３％）が多くなっている。 

●実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ないと回答した人は４０．３％であり、「将来的に

子育てや教育にお金がかかるから」（５１．３％）、「家が狭いから」（３８．６％）、「高齢で産むのはいやだから」

（３０．１％）などの理由が多くなっている。 

理想的な子どもの数（問３１） 実際に持つつもりの子どもの数（問３１-１） 

●放課後に過ごしている場所について、低学年は「習い事」が５９．３％と最も多く、次いで「自宅」が 

５７．３％、「区立の学童クラブ」が２７．０％となっている。高学年は「自宅」が８０．１％と最も多く、次い

で「習い事」が７０．１％、「その他（公園など）」が１７．６％となっている。低学年は高学年と比べて「区立の

学童クラブ」「放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ」が多くなっている。 

●高学年のときに放課後に過ごさせたい場所（低学年の保護者のみ回答）は、「習い事」が７３．７％と最も多く、

次いで「自宅」が５３．３％、「放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ」「区立の学童クラブ」がともに１７．３％となっ

ている。 

放課後に過ごしている場所（問２６） 

※低学年の保護者のみ回答 高学年のときに放課後に過ごさせたい場所（問２７） 

51.3 

38.6 

30.1 

25.1 

24.2 

21.5 

20.1 

14.7 

9.7 

8.3 

8.0 

6.5 

4.1 

3.8 

3.5 

9.4 

0.3 

0% 50% 100%

将来的に子育てや教育にお金がかかるから

家が狭いから

高齢で産むのはいやだから

育児の心理的、肉体的負担が発生・増加することに耐えられないから

出産・子育て費用が足りないから、収入が不安定だから

自分や配偶者（パートナー）の仕事に支障が出るから

ほしいけれどもできないから

配偶者（パートナー)の家事・育児への協力が得られないから

配偶者（パートナー)が望まないから

健康上の理由から

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

妊娠することや子育てをすることに漠然とした不安があるから

幼稚園・保育園などの子どもの預け先がないから

将来的に家族の介護の負担が発生・増加する見込みがあるから

家庭内の人間関係が良好ではないから

その他

無回答

（N=339）

0.1

7.6 52.3 33.6 4.2

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

（N=840）

26.3 52.4 16.8

2.3 0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

（N=840）

理想的な子どもの数と 
実際に持つつもりの子どもの数の差 

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数 
より少ない理由（問３１-２） 

36.0 

34.4 

44.4 

42.3 

15.4 

14.6 

2.1 

4.7 

1.0 

1.5 

1.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=840）

前回

（N=879）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

（単位：％） 
59.3 

57.3 

27.0 

23.8 

11.2 

10.1 

5.6 

2.9 

13.7 

0.4 

70.1 

80.1 

9.2 

5.2 

10.5 

1.3 

8.4 

0.8 

17.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

自宅

区立の学童クラブ

（区立小学校内に併設のものを含む）

放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ

（学童クラブを除く。月～金 17時まで）

児童館・子ども中高生プラザ

（学童クラブ以外の一般利用）

私立（民設民営）の学童クラブ

祖父母や知人・友人宅

放課後等デイサービス

その他（公園など）

無回答

低学年（N=445）

高学年（N=381）

73.7 

53.3 

17.3 

17.3 

16.4 

7.2 

5.2 

4.0 

15.1 

4.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=445）

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

自宅

放課ＧＯ→・放課ＧＯ→クラブ

（学童クラブを除く。月～金 17時まで）

区立の学童クラブ

（区立小学校内に併設のものを含む）

児童館・子ども中高生プラザ

（学童クラブ以外の一般利用）

祖父母や知人・友人宅

私立（民設民営）の学童クラブ

放課後等デイサービス

その他（公園など）

未定

無回答

実際に持つつもりの子どもの数が、 

理想的な子どもの数より少ないと回答した人：４０．３％

57.8 36.3 4.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=840）

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より多い、または同数

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない（差が１人）

実際に持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない（差が２人以上）

無回答

回答者数
（人）

自宅 祖父母や知
人・友人宅

習い事（ピア
ノ教室、サッ

カークラブ、

学習塾など）

児童館・子ど
も中高生プラ

ザ（学童クラ

ブ以外の一般
利用）

放課ＧＯ→・
放課ＧＯ→ク

ラブ（学童ク

ラブを除く。
月～金 17時

まで）

840 67.7 6.9 63.8 10.7 15.1

１年生 183 49.2 4.9 51.4 10.4 29.5

２年生 133 59.4 4.5 58.6 12.8 23.3

３年生 129 66.7 7.8 71.3 10.9 16.3

４年生 149 75.2 8.1 71.1 11.4 10.1

５年生 111 82.0 8.1 72.1 9.9 2.7

６年生 121 84.3 9.1 66.9 9.9 1.7
回答者数

（人）

区立の学童ク

ラブ（区立小

学校内に併設
のものを含

む）

私立（民設民

営）の学童ク

ラブ

放課後等デイ

サービス

その他（公園

など）

無回答

840 19.0 6.0 1.9 15.4 0.2

１年生 183 27.3 14.2 2.2 8.7 0.5

２年生 133 30.1 8.3 3.8 14.3 0.0

３年生 129 23.3 6.2 3.1 20.2 0.8

４年生 149 14.8 2.7 0.7 16.8 0.0

５年生 111 6.3 0.9 0.9 14.4 0.0

６年生 121 5.0 0.0 0.8 21.5 0.0

学
年

全体

学
年

全体



7 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ３.中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）基本属性（問１：報告書Ｐ１２４、問２：報告書Ｐ１２４、問３：報告書Ｐ１２４、問４：報告書Ｐ１２５） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）友達との関わり（問１１：報告書Ｐ１３１） 

（４）施設（児童館や子ども中高生プラザ・児童高齢者交流プラザ）の利用状況 

（問１６：報告書Ｐ１３４、問１６-１：報告書Ｐ１３５、問１６-２：報告書Ｐ１３５） 

●居住地区は高輪地区が最も多く、次いで芝浦港南地区、麻布地区となっている。 

●通っている学校は、「私立・国立・都立の中学校」が５０．３％と最も多く、次いで「港区内の公立中学校」が 

４３．１％となっている。 

居住地区（問１） 

学年（問２） 性別（問４） 

●“家族とよく話をする”“あなたが困ったときに、家族は助けてくれる”において、「そう思う」と「どちらかとい

えばそう思う」を合わせた『そう思う』が９割を超えている。 

●“家族に自分の意見を言えている”“家族はあなたの考えや気持ちを理解してくれる”において、『そう思う』が 

８割を超えている。 

●“親しい友達がいる”において、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』が９割を

超えている。 

●“友達から自分がどう見られているのか気になる”において、『そう思う』が５割を超えている。 

●児童館や子ども中高生プラザ・児童高齢者交流プラザを利用している割合は、「よく利用する（週に２回以上）」が

２．３％、「たまに利用する（週に１回程度）」が８．６％であり、利用する目的は「体育館を利用するため」が 

５２．３％と最も多く、次いで「友達に会うため」が３８．５％となっている。 

●児童館等を利用しない理由は、「塾や習い事、部活動などで行く時間がないから」が４６．９％と最も多く、次い

で「興味がないから」が３６．１％となっている。 

 

児童館や子ども中高生プラザ・児童高齢者交流プラザの利用状況（問１６） 

通っている学校（問３） 

73.0

69.0

56.5

76.0

19.0

19.5

29.4

17.6

3.0

5.7

7.9

1.7

1.5 

1.8 

2.3 

0.8 

3.5 

4.0 

3.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

あなたが困ったときに、家族は助けてくれる 

家族はあなたの考えや気持ちを理解してくれる 

家族に自分の意見を言えている 

家族とよく話をする 

（N=596） 

『そう思う』 
（そう思う＋ 

どちらかといえば

そう思う） 

92.0 

88.5 

93.6 

『そう思わない』 
（そう思わない＋ 
どちらかといえば 

そう思わない） 

4.5 

7.5 

2.5 

85.9 10.2 

82.2

13.1

8.2

23.8

10.6

13.3

22.5

19.1

27.9

20.3

2.3

33.9

29.0

21.1

36.7

1.3 

29.0 

41.9 

25.3 

30.7 

0.8 

1.5 

1.7 

1.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

友達と一緒にいるよりも、一人でいる方が気が楽だ 

友達から自分がどう見られているのか気になる 

友達とうまく話せないことがある 

友達と仲良くなるまで時間がかかる 

（N=596） 

『そう思う』 

（そう思う＋ 
どちらかといえば

そう思う） 

35.6 

27.3 

30.9 

『そう思わない』 
（そう思わない＋ 
どちらかといえば 

そう思わない） 

62.9 

70.9 

67.4 

51.7 46.4 

95.5 3.6 親しい友達がいる 

（２）家族との関わり（問７：報告書Ｐ１２６） 

35.7 34.1 29.9 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

１年生 ２年生 ３年生 無回答

43.1 

0.5 

50.3 

5.2 0.5 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

港区内の公立中学校 港区外の公立中学校 私立・国立・都立の中学校

インターナショナルスクール その他 無回答

49.2 48.8 

1.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

男 女 その他・答えたくない 無回答

2.3 

8.6 49.2 20.6 17.4 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

よく利用する（週に２回以上） たまに利用する（週に１回程度）

以前利用していたが、今は利用していない 知っているが行ったことがない

どこにあるか知らない 無回答

利用する目的（問１６-１） 利用しない理由（問１６-２） 

13.3 18.8 14.6 31.0 21.3 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

芝地区 麻布地区 赤坂地区 高輪地区 芝浦港南地区 無回答
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第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ３.中学生 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）自分について感じていることや悩みごと 

（問１８：報告書Ｐ１３６、問１９：報告書Ｐ１３７、問２０：報告書Ｐ１３７）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（６）将来のイメージ 

（問２２：報告書Ｐ１３９、２３２、問２４：報告書Ｐ１４０、２３２、問２５：報告書Ｐ１４０、２３３、問２６：報告書Ｐ１４１、２３４） 

自分について感じていること（問１８） 

●“今の自分が好きだ”“今、自分は幸せだ”“今の自分に満足している”において、「そう思う」と「どちらかとい

えばそう思う」を合わせた『そう思う』がそれぞれ７９．２％、９２．２％、６８．３％となっている。 

●“自分は役に立たないと感じる”“自分は孤立していると感じる”において、『そう思う』がそれぞれ２２．９％、

１０．７％となっている。 

●現在の不安や悩みごとについては、「勉強や成績のこと」が５８．１％と最も多く、次いで「進路や将来のこと」

が４８．５％となっている。 

●悩みごとの相談先は「母親」が６３．４％と最も多く、次いで「友達」が５９．６％、「父親」が２９．５％とな

っている。 

悩みごとの相談先（問２０） 現在の不安や悩みごと（問１９） 

●大学、短期大学、またはそれ以上の学校まで進学することを希望している割合は７９．７％となっている。 

●進学や就職については、５割以上が楽しみだと感じている一方、約４割が不安だと感じている。 

●結婚については、約６割が結婚したいと考え、約１割が結婚したくないと考えている。 

●子どもを持つことについては、約５割が子どもがほしいと考え、約１割が子どもはほしくないと考えている。 

将来の進路（問２２） 

進学や就職（問２４） 

結婚（問２５） 

子どもを持つこと（問２６） 

43.6

58.6

37.4

7.0

3.0

35.6

33.6

30.9

15.9

7.7

13.6

4.9

19.8

32.2

26.8

6.4 

2.2 

11.1 

43.8 

61.4 

0.8 

0.8 

0.8 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

自分は孤立していると感じる 

自分は役に立たないと感じる 

今の自分に満足している 

今、自分は幸せだ 

（N=596） 

『そう思う』 

（そう思う＋ 
どちらかとい
えばそう思う） 

92.2 

68.3 

10.7 

『そう思わない』 

（そう思わない＋ 
どちらかといえば

そう思わない） 

7.1 

30.9 

88.2 

22.9 76.0 

79.2 20.0 今の自分が好きだ 

58.1 

48.5 

18.6 

17.4 

13.1 

9.4 

7.2 

5.5 

4.9 

4.2 

1.7 

2.2 

25.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

勉強や成績のこと

進路や将来のこと

友達関係のこと

外見のこと

性格のこと

家族との関係・家庭環境のこと

恋愛のこと

病気や健康のこと

体や性のこと

学校の先生のこと

いじめのこと

その他

悩んでいることはない

無回答

63.4 

59.6 

29.5 

16.8 

12.8 

11.4 

5.0 

4.2 

4.0 

1.7 

1.5 

1.0 

0.5 

0.3 

0.2 

1.0 

15.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

母親

友達

父親

きょうだい

学校の先生

部活動や習い事の仲間

塾の先生

祖父母

スクールカウンセラー

インターネット上の友達・知人

恋人

その他親族

インターネットの掲示板や相談サイト

区役所や公共施設の窓口・職員

「みなと子ども相談ねっと」

その他

相談しない

無回答

『結婚したい』（性別別） 

（結婚したい＋ 

どちらかというと結婚したい） 

男性：６０．０％ 

女性：５６．４％ 

『子どもがほしい』（性別別）

（子どもがほしい＋ 

どちらかというと子どもがほしい）

男性：５６．３％ 

女性：５３．９％ 

『楽しみだ』（性別別） 

（とても楽しみだ＋ 

なんとなく楽しみだ） 

男性：５８．０％ 

女性：５３．９％ 

「大学、短期大学、 

またはそれ以上の学校 

まで進学したい」（性別別） 

男性：７８．５％ 

女性：８１．８％ 

79.7 

6.9 

0.0 1.5 

10.4 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

大学、短期大学、またはそれ以上の学校まで進学したい 高校、高等専門学校、専門学校まで進学したい

中学校を卒業したら働きたい その他

わからない 無回答

23.5 32.2 29.7 9.2 

3.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

とても楽しみだ なんとなく楽しみだ なんとなく不安だ とても不安だ

その他 無回答

34.9 22.7 18.3 4.7 5.7 12.4 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

結婚したい どちらかというと結婚したい

どちらでもいい どちらかというと結婚したくない

結婚したくない わからない

無回答

33.6 21.0 17.6 

3.0 

9.1 14.3 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=596）

子どもがほしい どちらかというと子どもがほしい

どちらでもいい どちらかというと子どもはほしくない

子どもはほしくない わからない

無回答
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第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ４.高校生世代から３９歳まで 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）基本属性 

（問２、問５、問６、問３８、問４２：報告書Ｐ１４２～１４４、１６０、１６２、２３６）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）就労状況（問１８、問２１：報告書Ｐ１４９、１５１、２３８） 

（３）家族、友人、職場、地域との関わり 

（問２７(１)、問２８(１)、問２９(１)、問３０(１) ：報告書Ｐ１５４、１５５、２４０） 

●回答者の年齢割合は、高校生世代（１５-１７歳）が４．６％、大学生世代（１８-２１歳）が７．３％、青・壮年

期（２２-２９歳）が２６．３％、青・壮年期（３０-３９歳）が６１．８％となっている。 

●住まいについては、高校生世代、大学生世代は「自分以外の持家(マンション)」、青・壮年期は「民間の賃貸マン

ション・アパート」が最も多くなっている。 

●居住年数については、高校生世代、大学生世代は「１０年以上」が７割以上なのに対し、青・壮年期は「１０年未

満」が７割以上となり、「１０年以上」は約２割にとどまる。 

●結婚している人（結婚したことがある人を含む）の割合は、大学生世代が２．８％、青・壮年期（２２-２９歳）

が２４．６％、青・壮年期（３０-３９歳）が７５．２％となっている。 

●子どもがいる人の割合は、大学生世代が２．８％、青・壮年期（２２-２９歳）が７．７％、青・壮年期（３０- 

３９歳）が５０．３％となっている。 

結婚している人(結婚したことがある人を含む)の平均年齢 ３４．２歳 

子どもがいる人の平均年齢 ３５．０歳 

世帯年収（問２１） 

 

  高校生世代 

  (N=２３) 

   【４．６％】 

  大学生世代 

  (N=３６) 

  【７．３％】 

  青・壮年期 

２２-２９歳 
(N=１３０) 

【２６．３％】 

３０-３９歳 
(N=３０６) 

【６１．８％】 

ライフステージ想定 ⇒⇒⇒両親と同居⇒⇒⇒ ⇒⇒就職⇒⇒結婚⇒⇒子育て⇒⇒ 

住まい 
【問５】 

１ 

自分以外の持家
(マンション)  
３９．１％ 

１ 

自分以外の持家
(マンション)  
３３．３％ 

１ 

民間の賃貸マン
ション・アパー
ト ５２．３％ 

１ 

民間の賃貸マンシ

ョン・アパート  
５６．５％ 

２ 

自分以外の持家
(一戸建て)  
１７．４％ 

２ 

民間の賃貸マン
ション・アパート 
２２．２％ 

２ 

自分以外の持家
(マンション) 
１８．５％ 

２ 

持家(マンショ
ン)  
１７．６％ 

３ 

民間の賃貸マンシ
ョン・アパート  
１３．０％ 

３ 

自分以外の持家
(一戸建て)、持家
(マンション)  
いずれも 
１３．９％ 

３ 

社宅・公務員宿
舎  
１１．５％ 

３ 

自分以外の持家
(マンション) 
 １０．１％ 

居住年数 
【問６】 

１０年未満 １７．４％ 

１０年以上 ８２．６％ 

１０年未満 ２７．８％ 

１０年以上 ７２．２％ 

１０年未満 ７５．４％ 

１０年以上 ２４．６％ 

１０年未満 ７６．１％ 

１０年以上 ２３．９％ 

結婚している人
(結婚したことがあ

る人を含む)の割合 
【問３８】 

- ２．８％ ２４．６％ ７５．２％ 

子どもがいる人 
の割合 

【問４２】 
- ２．８％ ７．７％ ５０．３％ 

 

●現在の職業については、青・壮年期（２２-２９歳）は、男性の７７．１％、女性の７０．０％が「正社員・正職

員」と回答しており、最も多くなっている。青・壮年期（３０-３９歳）も同様に、男性の８４．２％、女性の 

６２．４％が「正社員・正職員」と回答しており、最も多くなっている。 

●世帯年収については、青・壮年期（２２-２９歳）は「５００～７００万円未満」（１８．３％）、青・壮年期 

（３０-３９歳）は「１，０００～１，５００万円未満」（２３．４％）が最も多くなっている。 

２２-２９歳では 

５００～７００万円

未満（１８．３％） 

が最も多い 

３０-３９歳では 

１，０００～１，５００万円

未満（２３．４％）

が最も多い 

“家族・親族”“学校で出会った友人”“職場の人”“地域の人”と会話やメール等をよくしているか 

●「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合は、年齢が高くなるにつれて“家族・

親族”“学校で出会った友人”“地域の人”が少なく、“職場の人”が多くなっている。 

●どの世代においても、“地域の人”は、“家族・親族”“学校で出会った友人”“職場の人”と比べて『そう思う』の

割合が少なくなっている。 

   高校生世代   大学生世代 
  青・壮年期 

２２-２９歳 ３０-３９歳 

家族・親族 
【問２７(１)】 

そう思う   ９５．７％ 

そう思わない  ４．３％ 

そう思う   ９７．２％ 

そう思わない ２．８％ 

そう思う   ８８．５％ 

そう思わない １１．５％ 

そう思う   ８９．９％ 

そう思わない １０．１％ 

学校で出会った友人 
【問２８(１)】 

そう思う １００．０％ 

そう思わない ０．０％ 

そう思う   ７５．０％ 

そう思わない ２５．０％ 

そう思う   ７６．２％ 

そう思わない ２３．８％ 

そう思う   ５５．９％ 

そう思わない ４４．１％ 

職場の人 
【問２９(１)】 

そう思う   ６６．７％ 

そう思わない ３３．３％ 

そう思う   ４８．１％ 

そう思わない ５１．９％ 

そう思う   ７０．９％ 

そう思わない ２９．１％ 

そう思う   ８０．１％ 

そう思わない １９．９％ 

地域の人 
【問３０(１)】 

そう思う   ４１．２％ 

そう思わない ５８．８％ 

そう思う   ２１．２％ 

そう思わない ７８．８％ 

そう思う    ７．３％ 

そう思わない ９２．７％ 

そう思う   ２８．９％ 

そう思わない ７１．１％ 

現在の職業（問１８） 

※表中の「そう思う」の割合は、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の回答割合の合計 
※表中の「そう思わない」の割合は、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の回答割合の合計 



10 

      え           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）悩みごとや相談先（問３４、問３５：報告書Ｐ１５７、１５８、２４２） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（６）子どもを持つこと（問４２、問４３、問４５、問４７、問４８、問４９：報告書Ｐ１６３～１６６、２４６） 

（７）子ども・若者支援施策（問５１：報告書Ｐ１６８） 

（５）結婚（問３９、問４１：報告書Ｐ１６１、１６２、２４４） 

●現在の不安や悩みごとについては、高校生世代、大学生世代、青・壮年期（２２-２９歳）は「自分の将来」、青・

壮年期（３０-３９歳）は「お金のこと」が最も多くなっている。 

●悩みごとの相談先については、高校生世代は「父母」、大学生世代、青・壮年期（２２-２９歳）は「友人・知人」、

青・壮年期（３０-３９歳）は「配偶者（パートナー）」が最も多くなっている。 

   高校生世代   大学生世代 
  青・壮年期 

２２-２９歳 ３０-３９歳 

現在の不安や 
悩みごと 
【問３４】 

１ 
自分の将来 
５６．５％ 

１ 
自分の将来 
５８．３％ 

１ 
自分の将来 
６０．８％ 

１ 
お金のこと 
５６．９％ 

１ 
受験・進路 
５６．５％ 

２ 
仕事・就職 
３６．１％ 

２ 
お金のこと 
５４．６％ 

２ 
自分の将来 
５０．７％ 

３ 

親、親戚との関係、友
人関係 
いずれも１７．４％ 

３ 
お金のこと 
３０．６％ 

３ 
仕事・就職 
２７．７％ 

３ 

仕事・就職、 
子育て 
いずれも３３．７％ 

悩みごとの相談先 
【問３５】 

父母 

６５．２％ 

知人・友人 

６１．１％ 

知人・友人 

６７．７％ 

配偶者（パートナー） 

６３．４％ 

●結婚していない理由は、高校生世代、大学生世代は「結婚するにはまだ若いから」、青・壮年期は「適当な相手に

めぐりあわないから」が最も多くなっている。 

●今後の結婚意向については、高校生世代、大学生世代は、約７割が結婚したいと回答している。青・壮年期（２２

-２９歳）では男女ともに７割以上が結婚したいと回答しているが、青・壮年期（３０-３９歳）はその割合がやや

少なくなっている。 

 
  高校生世代 

   【未婚率１００．０％】 

  大学生世代 

   【未婚率９７．２％】 

  青・壮年期 

２２-２９歳 
【未婚率７６．２％】 

３０-３９歳 
【未婚率２８．４％】 

結婚していない 
理由 

【問３９】 

１ 
結婚するにはまだ
若いから７８．３％ 

１ 
結婚するにはまだ
若いから７７．１％ 

１ 

男適当な相手にめぐ
りあわない５６．４％ 

１ 

男適当な相手にめぐ
りあわない５７．１％ 

女適当な相手にめぐ
りあわない５５．２％ 

女適当な相手にめぐ
りあわない５７．１％ 

２ 

学業や仕事に打ち
込みたいから 
１３．０％ 

２ 

学業や仕事に打ち
込みたいから 
２２．９％ 

２ 

男結婚するにはまだ
若い４１．０％ 

２ 

男結婚資金が足りな

い、収入不安定 
３１．４％ 

女結婚する必要性を
感じない２４．１％ 

女結婚する必要性を
感じない３８．８％ 

３ 

適当な相手にめぐ
りあわないから ほ
か５件 
いずれも４．３％ 

２ 
適当な相手にめぐ
りあわないから 
２２．９％ 

３ 

男結婚資金が足りな
い、収入不安定 
３５．９％ 

３ 

男結婚する必要性を

感じない２８．６％ 

女家族を持つ責任が

なく、気楽２２．４％ 

女独身で生活できる
経済力がある 
３０．６％ 

今後の結婚意向 
【問４１】 

結婚したい６９．６％ 結婚したい７４．３％ 
男結婚したい７４．４％ 
女結婚したい７９．３％ 

男結婚したい５１．４％ 
女結婚したい５７．１％ 

 

●どの世代においても、６～７割程度が、今後、子どもを持ちたいと考えている。 

●子どもがいない理由は、どの世代においても「結婚していない、交際相手がいないから」が最も多くなっている。 

●理想の子どもの数より実際に持つつもりの子どもの数が少ないと回答した割合は、青・壮年期（２２-２９歳）が 

４０．８％、青・壮年期（３０-３９歳）が４１．５％となっている。 

 

 
  高校生世代 

【子どもがいる割合０．０％】 

  大学生世代 

【子どもがいる割合２．８％】 

  青・壮年期 

 ２２-２９歳 
【子どもがいる割合７．７％】 

３０-３９歳 
【子どもがいる割合５０．３％】 

子
ど
も
が 

い
る
人 

現在の子どもの人数 
[平均]【問４３】 

- １．００人 １．２０人 １．５５人 

子
ど
も
が
い
な
い
人 

今後の子どもを持つこと
の意向 

【問４７】 

子どもを持ちたい 
６０．９％ 

子どもを持ちたい 
６８．６％ 

男子どもを持ちたい 

７１．１％ 

女子どもを持ちたい 

７２．６％ 

男子どもを持ちたい 

６４．８％ 

女子どもを持ちたい 

６３．２％ 

現在子どもがいない理由 
【問４５】 

１ 

結婚していない、
交際相手がいな
いから 
８２．６％ 

１ 

結婚していな
い、交際相手が
いないから 
９４．３％ 

１ 

男結婚していない、交

際相手がいない 

７７．８％ 
１ 

男結婚していない、

交際相手がいない 

５７．４％ 

女結婚していない、交

際相手がいない 

６７．１％ 

女結婚していない、

交際相手がいない 

３８．９％ 

２ 

子どもを持つに
はまだ若いから
４３．５％ 

２ 

子どもを持つに
はまだ若いから
２２．９％ 

２ 

男子どもを持つにはま

だ若い２４．４％ 

２ 

男将来的に子育てや

教育にお金がかかる

２７．８％ 

女出産・子育て費用が

足りない、将来的に子

育てや教育にお金がか

かる  

いずれも２６．０％ 

女妊娠や子育てに漠

然とした不安があ

る、ほしいけれども

できない  

いずれも１８．９％ 

３ 

妊娠や子育てに
漠然とした不安
があるから ほか
３件 
いずれも４．３％ 

３ 

出産・子育て費
用が足りない、
収入が不安定だ
から ほか２件 
いずれも２．９％ 

３ 

男出産・子育て費用が

足りない、将来的に子

育てや教育にお金がか

かる  

いずれも１１．１％ ３ 

男出産・子育て費用

が足りない、家が狭

い  

いずれも２２．２％ 

女妊娠や子育てに漠然

とした不安がある 

２３．３％ 

女将来的に子育てや

教育にお金がかかる

１６．８％ 

理想の子どもの数[平均] 
【問４８】 

２．２１人 １．７７人 ２．０６人 １．９９人 

持つつもりの子どもの数 [平均] 
【問４９】 

１．７８人 １．４７人 １．４７人 １．５０人 

理想より持つつもりの子どもの
数が少ない人の割合 

２１．７％ ２５．０％ ４０．８％ ４１．５％ 

第２・３章 調査結果・調査結果の分析 ４.高校生世代から３９歳まで 
 

●港区に望む子ども・若者施策は、「安心して出産・子育てできる環境づくりを進める」が７２．５％と最も多く、

次いで「居心地のよい場所を提供する」が４３．２％、「子ども・若者に関するイベントなどの情報を提供する」

が３８．４％となっている。 
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 調査結果から示唆される課題と対応の方向性においては、関連する調査対象を下記のとおり記載している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご記入いただいた自由意見のうち、一部の意見を抜粋して記載する。なお、記載にあたって文言等を修正してい

る場合がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 自由意見 

【調査結果】 

・ 平日の定期的な教育・保育事業の利用は、０歳児が２９．５％、１歳児が７５．５％、２歳児が８６．８％、３歳

児が９９．０％、４歳児が９７．５％、５歳児が９４．６％であり、０～５歳児全体で７６．０％となっている

（入学前問２１）。前回調査の０～５歳の利用率は７３．９％となっており、教育・保育の利用はこの５年間で

２．１ポイント増加している。 

・ 幼稚園利用者の約６割、保育園利用者の約８割が、そのサービス内容について満足していると回答するなど（入学

前問３９）、教育・保育事業に対する満足度は高い一方で、自由意見では、教育・保育内容の質の向上や、教育・

保育従事職員の確保・定着の支援を求める意見があった。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 今後も適正な教育・保育の量を確保し、保育園待機児童ゼロを継続するとともに、質の向上を図ることを通じて、

子どもの健やかな成長を支えていく必要がある。 

第５章 調査結果から示唆される課題と対応の方向性 

・ 区立小学校、中学校の体力向上、学力向上が、共に期待できると良いなと思います。質の良い教育環境、指導が行

われるように、教員の給料アップや、民間や外部からの人員の増加をしていただき、子ども達が学びを楽しめるよ

うな教育環境を作っていただきたいです。【３年生・４０代母親】 

・ 幼保から小学生のギャップをより丁寧に埋める施策を希望します。病児保育の有無や、子どもの預け入れ期間に差

がありすぎて、両親フルタイム勤務世帯と施策やシステムが一切マッチしません。【３年生・４０代母親】 

・ 小学校高学年の子どもが放課後に過ごせる場所を用意してほしい。学校を利用したスポーツ、学習、何もしなくて

もよい場所、等で、クラスの友達とは違う人間関係がもてるとよい。【６年生・４０代母親】 

・ 自分で調べないと申請できないのではなく、対象者には全て案内をしてほしい。【１年生・４０代母親】 

・ 未就学児の子供が３人いる共働き世帯で両親の援助は遠方のため見込めません。保育園をせめて３人一緒に入れて

もらえるよう、優遇してほしいです。３人一緒にいられないと送迎の負担が増大します。【０歳・３０代母親】 

・ 幼稚園の預かり保育の最終時間をもっと遅くしてほしい。（１９～２０時まで緊急時に預かってもらえれば、共働

きでも教育の選択肢が広がります）【０歳・３０代母親】 

・小・中学校のインクルーシブ教育を進め、障害児を地域から切り離さないでほしい。【１歳・３０代母親】 

・ 保育士の給料を上げる、配置数を増やすなどし、安全第一を確保してほしい。【１歳・４０代母親】 

・ 一時預りの予約が取れない（特に０才、１才）。親が病気になった時など、翌日に預けたい時でも取れたことはな

い。１か月前から予約しておかないといけないのが使いづらい。【２歳・３０代母親】 

・ 乳児はあっぴぃや Pokke などを利用できるが、幼児が安全に体を動かして遊べる場所が少ない。遊具のある公園な

ど。加えて、雨の日でも遊べる施設もあると良い。【３歳・３０代父親】 

・ 勉強をサポートする会みたいなものをもっと増やしてほしいです。【２年生・女性】 

・ いろいろな友達や人と会って楽しめる施設、学校でも他の学校の人と集まる機会があって楽しいので良いなと思い

ます。【２年生・女性】 

・ 学校に行けない子どもの居場所がないのが困る。気軽にいつでも受け入れてくれる場所があるといい。【１年生・

男性】 

・ もっと遊べる所を増やしてほしい(野球、バレーボールなど球技が出来る所が少ないから)友達と過ごすのにお金の

かからない場所。【２年生・女性】 

・ 私の家族は兄弟が多いので子供に対する補償や支援があると良い。塾で学ぶ為のお金を出してほしい。【３年生・

女性】 

・ 他人に知られたくないような悩みごとを“匿名”で相談できるサービスをつくって、分かりやすいように宣伝して

欲しいです。【２年生・女性】 

１．小学校入学前の子どもの保護者 

２．小学生の保護者 

３．中学生 

１．教育・保育事業における適正な量の確保と質の向上 

【調査結果】 

・ 地域子ども・子育て支援事業のうち、一時預かり事業については、６８．２％が不定期の教育・保育事業等を今後

利用したいと回答するなど、ニーズの高さがうかがえる（入学前問３０）。その一方で、自由意見では、「予約が取

れない」など、量的な拡充を求める意見があった。 

・ ０歳児の保護者のうち約７割が在宅で子育てをしており（入学前問２１）、０歳児の保護者は不定期の教育・保育

事業等の利用を希望する割合が８１．４％と、他の年齢の子どもを持つ保護者と比べて高くなっている（入学前問

３０）。 

・ 病気の際の対応については、直近１年の間に子どもの病気等を理由に教育・保育サービスを利用できなかった割合

は８２．９％となっており（入学前問２８）、うち母親が仕事を休むことで対応した割合は７２．１％と最も高く

なっている（入学前問２８-１）。 

・ 病児・病後児保育施設等の利用希望については、父親または母親が仕事を休むことで対応した人のうち、半数以上

の５２．９％が「利用したい」と回答しているが（入学前問２８-２）、自由意見では「病児保育の予約をもっと取

りやすくしてほしい」など、一時預かりと同様に量の拡大に関する意見が寄せられている。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 子育て家庭の孤立感や子育ての負担軽減を図るため、ニーズが高い一時預かり事業や、病児・病後児保育事業を中

心に、地域子ども・子育て支援事業のさらなる充実に取り組んでいく必要がある。 

２．地域子ども・子育て支援事業のさらなる充実 

・ 共働きの家事支援を充実させて欲しい。【３９歳・女性】 

・ 若い世代の子達が、結婚や育児しやすいように一時的な助成金および継続可能な助成金があると良いのではないか

と思います。【３１歳・男性】 

・港区に住んでいて子育て世代への助成金など支援は豊富であるように思う。ありがたく思う反面、やはり都内に住

んで子どもを 1 人以上もつことは厳しい。低所得者への支援ではなく、全体的な底上げをお願いいたします。 

【３０歳・女性】 

・ どんな制度があるのか、若い世代の人にも分かりやすいような説明やお知らせがあると良いのではないかと思いま

す。【１７歳・女性】 

４．高校生世代から３９歳まで 

入学前・・・・・・小学校入学前の子どもの保護者 

小・・・・・・・・小学生の保護者 

中・・・・・・・・中学生 

  高/若者・・・・・ 高校生世代から３９歳まで 
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高校生世代から 39 歳 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【調査結果】 

・ 未婚の高校生世代から３９歳までの約７割がいずれ結婚することを希望しているが（高/若者問４１）、現在結婚し

ていない理由として、「適当な相手にめぐりあわないから」（４６．７％）、「結婚資金が足りないから、収入が不安

定だから」（１８．９％）など、出会いの機会の減少や経済的事情が挙げられている（高/若者問３９）。 

・ 子育ての将来展望を描けず、理想の子どもの数が叶わない状況にある人は、小学校入学前の子どもの保護者、小学

生の子どもの保護者、青・壮年期（２２-２９歳）、青・壮年期（３０-３９歳）のいずれも約４割（それぞれ 

４５．０％、４０．３％、４０．８％、４１．５％）となっている（入学前問３８、問３８-１、小問３１、 

問３１-１、高/若者問４８、４９）。 

・ 理想の子どもの数を持てない理由として、「将来的に子育てや教育にお金がかかるから」などの経済的理由や「育

児の心理的、肉体的負担が発生・増加することに耐えられないから」など子育ての負担に関する理由が多くなって

いる（入学前問３８-２、小問３１-２、高/若者問５０）。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 結婚の希望の実現を阻む要因の解消に向けて、経済的支援のほか、出会いの機会の創出支援の充実や、結婚に伴う

新生活の支援を推進する必要がある。 

・ 妊娠・出産後の支援に加え、これから妊娠を希望する人への希望に応じた支援をさらに進めていく必要がある。 

７．結婚・妊娠前から出産後の切れ目ない支援 

【調査結果】 

・ 中学生では、児童館・子ども中高生プラザ等を「よく利用する（週に２回以上）」（２．３％）、「たまに利用する

（週に１回程度）」（８．６％）と回答した人の合計は１割程度であり、「知っているが行ったことがない」 

（２０．６％）、「どこにあるか知らない」（１７．４％）と回答した人の合計は約４割に上っている（中問１６）。 

・ 港区に望む子ども・若者施策について、高校生世代から３９歳まででは「安心して出産・子育てできる環境づくり

を進める」に次いで「居心地のよい場所を提供する」（４３．２％）が多くなっている（高/若者問５１）。 

・ 悩みごとを誰にも相談しないと回答した人は、中学生、高校生世代から３９歳までのいずれも約１割（それぞれ 

１５．３％、１０．９％）となっている（中問２０、高/若者問３５）。 

・ 悩みごとや不安を相談しない理由として、「相談しても解決しないと思う」「相談するのが面倒」「相談する相手が

いない」などが多くなっている（中問２０-１、高/若者問３６）。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 子ども・若者が悩みや不安などを相談でき、自己肯定感や自己有用感を高めて自分らしく社会生活を送ることがで

きるよう、子ども・若者の意見を聴取し、子ども中高生プラザの認知度の向上や、子ども・若者の居場所づくりの

推進及び相談支援の強化に取り組む必要がある。 

８．子ども・若者の居場所づくりの推進及び相談支援の強化 

第５章 調査結果から示唆される課題と対応の方向性 

【調査結果】 

・ 小学校入学前の子どもの保護者、小学生の保護者のいずれも約１割（それぞれ１４．６％、１４．５％）が子ども

の「発育・発達、病気、障害に関すること」に不安を持っている（入学前問１０、小問１０）。 

・ 中学生、高校生世代では、ともに約１割（それぞれ８．７％、９．７％）が日常的に家族のお世話をしており（中

問８、高/若者問９）、相談できる環境や支援を求める声が一定数存在する（中問８-３）。 

・ ひとり親家庭は暮らし向きが苦しいと感じる割合が６割以上（小学校入学前の子どもの保護者７０．８％、小学生

の保護者６１．１％）（入学前問２０、小問２０）、孤立感を感じる割合が５割以上（小学校入学前の子どもの保護

者６２．５％、小学生の保護者５５．５％）（入学前問１２、小問１２）であり、子育ての悩みとして「子どもと

の接し方に自信が持てない」「話し相手や相談相手がいない」「子どもとの時間を十分にとれない」などが多くなっ

ている（入学前問１０、小問１０）。 

 

【課題と対応の方向性】 

・障害のある子どもや医療的ケア児、ヤングケアラーをはじめ、配慮を必要とする家庭や子どもへの支援体制を強化

し、一人ひとりの健やかな成長、発達及び自立が保障され、子どもの最善の利益を第一に考えた環境を構築する必

要がある。 

・ ひとり親家庭を含め、生活が困難な状況にある子育て家庭が抱える様々な課題やニーズに対応し、子育ての不安解

消や経済的自立を支援する必要がある。 

４．支援が必要な家庭や子どもに対する施策の充実 

【調査結果】 

・ 小学校入学前の子どもの母親の就労については、フルタイムの割合は６２．４％となっており、前回調査の 

５４．７％を上回っている（入学前問１５）。 

・ 育児休業の取得については、小学校入学前の子どもの母親の取得率は６３．６％となっており、前回調査の 

５２．３％と比べて高くなっている。一方で、父親の取得率は２０．８％で、前回調査の７．３％から大きく増加

しているものの、依然として母親の割合より低く、約２割にとどまっている（入学前問３６）。 

・ 育児休業取得率は前回調査と比べて多くなっているが、取得していない理由として、父親、母親ともに「仕事が忙

しかった」「育児休業の制度がなかった」が多くなっている（入学前問３６）。 

・ 小学生の母親の就労については、フルタイムの割合は５０．８％となっており、前回調査の４１．７％を上回って

いる（小問１５）。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 共働き世帯が増加している中で、共働き・共育てを実現するために、さらなる男性の家事・子育てへの参画を促進

し、男性、女性ともに、希望どおり育児休業制度等を利用できるよう、仕事と子育てを両立できる環境づくりを推

進する必要がある。 

５．子育てと仕事の両立支援 

【調査結果】 

・ 小学校での放課後の過ごし方について、小学校低学年は「習い事」（５９．３％）、「自宅」（５７．３％）、「区立の

学童クラブ」（２７．０％）、小学校高学年は「自宅」（８０．１％）、「習い事」（７０．１％）、「その他（公園な

ど）」（１７．６％）で過ごしている割合が多くなっている（小問２６）。自由意見では、学童クラブの定員拡大や

放課後児童支援員の確保を求める意見があった。 

・ 「保育園であそぼう」「保育所や幼稚園の園庭などの開放」をこれまでに利用したことがある人は約１割（それぞ

れ９．７％、１３．８％）なのに対し、今後利用したいと回答した割合はそれぞれ２８．９％、４１．３％にのぼ

っている（入学前問２５）。自由意見では、夏場や雨の日でも子どもが体を動かして遊べる場所を求める意見があ

った。 

 

【課題と対応の方向性】 

・子どもの権利が守られる安全・安心な居場所を確保し、子どもの心身の健やかな育ちを支援するため、学童クラブ

の定員拡大や質の向上のほか、様々な手法を活用した遊び場を確保し、環境整備に取り組んでいく必要がある。 

６．子どもの権利が守られ、健やかに成長できる環境整備の推進 

【調査結果】 

・０歳児の保護者のうち約７割が在宅で子育てをしており（入学前問２１）、他の年齢の保護者と比べて孤立感がや

や高くなっている（入学前問１２）。 

・ 子育て家庭の約３割（小学校入学前の子どもの保護者３０．１％、小学生の保護者２６．９％）は、親族や知人・

友人からの助けを得にくく（入学前問９、小問９）、子育てにより孤立したり、子育てへの不安や負担を感じやす

い状況に置かれたりしている。 

・ ２人以上のきょうだいがいる世帯は、小学校入学前の子どもの保護者が５５．１％、小学生の保護者が６４．７％

と半数を超えており（入学前問３、小問３）、自由意見では、多子世帯に対する助成や、子どもの送り迎え、通院

時などの移動に関する支援を求める意見があった。 

 

【課題と対応の方向性】 

・ 妊産婦や在宅子育て家庭など、孤立した育児に陥りやすい子育て家庭を支援するためには、地域子ども・子育て支

援事業の充実のみならず、人とのつながりを含め、地域ぐるみで子どもと子育てを支援する体制を構築する必要が

ある。 

・ 多子世帯や多胎児を育てる家庭の経済的負担の軽減や、子どもの数に応じた移動の支援を進めていく必要がある。 

３．多様なニーズに応じた子育て支援の推進 


